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記 者 発 表 資 料            

平成１２年１０月２４日 
 
沖縄総合事務局開発建設部における建設ＣＡＬＳ／ＥＣの展開について 

  
 工事における実証フィールド実験を開始 
 
  沖縄総合事務局では、平成１２年１１月より４工事において建設ＣＡＬＳ／ＥＣの実証フ

ィールド実験を開始します。この実験は共有するデーターベースシステム（サーバー）によ

るもので、従来からペーパーでやり取りされていた書類の電子化やデジタルカメラによる写

真管理等を積極的に行い、今後の構築へ向けての問題点や課題を抽出し、最終段階である２

００５年度（平成１７年度）のシステム構築へ向けての試験工事とするものです。 

  また、加えて電子入札やインターネットでの各種許認可等のシステム構築へ向けての詳細

な検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図－１ 建設ＣＡＬＳ／ＥＣ実現のイメージ 
 

  問い合わせ先 
   沖縄開発庁沖縄総合事務局開発建設部技術管理課 

    課長補佐  
たましろ  まさひろ

玉城 正弘（内線3313） 
    住所  那覇市前島２丁目２１－７ 

    電話  098-866-0408（技術管理課直通） 
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１．はじめに 

  近年、我が国における産業界全体を取り巻く情勢は、地球規模的な情報化の流れを受け、

ＩＴ化をはじめ、大きく変貌しようとしています。 

  建設産業や公共事業においても、押し寄せる高齢化社会対応、入札・契約制度の改革、国

際化、コスト縮減、品質確保、技術開発等日々情勢の変化、改革・進歩が進んでおり、行政

としてもそれら諸課題に対し、情報化の推進、情報の高度利用化や共有化を行うことにより

その解決を行うことが不可欠となっています。 

  沖縄総合事務局開発建設部としても、建設ＣＡＬＳ／ＥＣを通じ、建設産業界・公共事業

に対しての諸課題に取り組んでいますので、その概要について紹介します。 

 

２．建設ＣＡＬＳ／ＥＣとは？ 

  ＣＡＬＳとは元々、米国国防総省（ペンタゴン）における軍事兵器の合理化を目的として、

開発・調達・保守の一連の流れにおけるデータ表現や標準化に取り組んだことから端を発し

ています。具体的には、兵器の運用・管理において、マニュアルや文書、図面の枚数は莫大

なものとなり、Ｂ－１爆撃機のマニュアルで、飛行機そのものの重量（８９ｔ）とほぼ同じ、

Ｍ１戦車ではマニュアル自体が４万ページにも及ぶそうです。しかもこれらは、毎年２～３

割程度更新が行われるため、全世界に分布する基地等にこれらを配布することは、紙での交

換として限界を超えていました。また、軍事費の削減の波が押し寄せ、経費削減、省スペー

ス化等を目的に始まったことが起源と言われています。 

  一方、建設産業においても、工事の発注や竣工時においての文書、図面、写真をはじめ、

計画から維持管理の段階においても莫大な量が発生し、これら社会資本整備が進められるに

従ってストックは増え続け、それらを瞬時に探し出し利用することは問題があります。 

  このため、建設省や運輸省においてもそれら諸課題に対する解決策を１９９５年度に設置

した研究会により討議し、事業展開を行っています。ＣＡＬＳとは、現在は「Continuous  

Acquistion and Life-cycle Support」の略であり、企業・機関の生産・調達・運用などに

おける支援統合情報システムなどに和訳されています。また、「電子商取引」を意味するEC

「Electronic Commerce」も含むため、建設ＣＡＬＳ／ＥＣと改称されています。 

 

３．建設ＣＡＬＳ／ＥＣの必要性とOA化との違い 

  我が国ににおいて、公共事業は全就業人口の１割以上、国内総生産（ＧＤＰ）の１５％（１

９９９年）を越える基幹産業であり、情報の電子化を通じ、以下のメリットが発生します。 

  ・コスト縮減 

  ・品質確保 

  ・工期、納期の縮減 

  ・技術開発の推進 

  ・維持管理における効率化 

  ・公共事業の透明性、客観性の確保等 

 一方、従来から進められているＯＡ化やペーパーレスとの大きな違いは、情報共有を通じ、

建設ＣＡＬＳ／ＥＣの場合、不特定多数の人間がデータの加工・修正等を行うことを前提に

し、生産性向上、効率化、迅速化を図ることを目的としています。  
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４．沖縄総合事務局の具体的な取組及び今後の動向 

  １）整備基本構想 

  沖縄総合事務局開発建設部では、建設ＣＡＬＳ／ＥＣ推進検討会を開催し、２００５年 

 度（平成１７年度）を実現目標とし、表－１のとおり、整備基本構想を定めています。 

 

表－１ 沖縄総合事務局建設ＣＡＬＳ／ＥＣ整備基本構想とその内容 
フェーズ１（～フェーズ１（～フェーズ１（～フェーズ１（～1999199919991999年年年年))))    フェーズフェーズフェーズフェーズ2222（（（（2000200020002000～～～～2002200220022002年）年）年）年）    フェーズフェーズフェーズフェーズ3333（（（（2003200320032003～～～～2005200520052005年）年）年）年）        

内内内内        容容容容    内内内内        容容容容    内内内内        容容容容    
整備および検討目標 ･建設CALS/EC整備基本構想の策定 

･建設CALS/ECｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ概要版 
 の策定 
･職員への電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽの付与並 
 びにLAN、WANなどﾈｯﾄﾜｰｸの整備、 
 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続による電子ﾒｰﾙ、ﾎｰﾑ 
 ﾍﾟｰｼﾞ閲覧が可能 

･詳細版とは、関連機関毎に作業 
 内容、ｽｹｼﾞｭｰﾙなどを具体的に 
 明らかにしたもの 
･一定規模の工事等に電子調達ｼ 
 ｽﾃﾑを導入(説明はﾌｪｰｽﾞ1にあ 
 り) 

･すべての業務にCALS/ECの適用 

実現内容 ･建設CALS/EC基本構想(推進計画) 
 ならびに、建設CALS/ECｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛ 
 ｸﾞﾗﾑ(概要版)の策定 
･総合事務局内や民間企業などの 
 連絡や情報の伝達に電子ﾒｰﾙなど 
 の利用を開始する。 
･電子媒体(FD､MD)や電子ﾒｰﾙなど 
 による申請･届出の開始 
･調達関連情報のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上(ﾎｰﾑﾍﾟ 
 ｰｼﾞ)での公開開始 
･沖縄総合事務局内の調達情報の 
 一元管理化実現(ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ･ｻｰﾋﾞｽ= 
 さまざまな部署の調達関連情報 
 を1つの場所から検索出来るﾎｰﾑ 
 ﾍﾟｰｼﾞ等) 

･建設CALS/ECｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ概要 
 版にもとづく具体的な整備時 
 期、担当部署などを明確化した 
 詳細版の作成 
･電子調達ｼｽﾃﾑの導入 
･重要な情報を交換するために、 
 受発信者が確実に相手を確認 
 して、やり取りをおこなうため 
 の仕組み 
･電子媒体又は電子ﾒｰﾙによる申 
 請･届出(認証あり)(内容は同 
 上) 
･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる資格申請の実現 
･ﾈｯﾄﾜｰｸを利用して、さまざまな 
 ｼｽﾃﾑ(単価､部掛など)と連携し 
 て、積算を行うｼｽﾃﾑ 
･電子ﾃﾞｰﾀ(図面､文書など)利用 
 し、その下流工程で、再利用を 
 促進する 

･全ての事業に電子調達を活用 
･電子調達なでに係わる総合事 
 務局内部での電子的な契約事 
 務の執行 
･全ての公共事業執行に係る申 
 請･届出のｵﾝﾗｲﾝ化 
･さまざまなﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(新設､既 
 存を含む)を連携して、あたか 
 も1つのｼｽﾃﾑのように利用でき 
 る環境の実現 
･地理情報ｼｽﾃﾑをﾍﾞｰｽとしたさ 
 まざまな情報の連携を実現し、 
 実業務に利用する環境を実現 
 する 
･公共事業の情報ﾓﾃﾞﾙ化の実現 
 する(=STEP:構造物などに関わ 
 るすべての有用な情報のﾓﾃﾞﾙ 
 化､図面､文書､時間経過などが 
 要素となる) 

･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用環境の整備 
･建設省により、開発された電子調 
 達ｼｽﾃﾑ(ｸﾘｱﾘﾝｸﾞ､入札､ｾｷｭﾘﾃｨ) 
･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真、帳票類の標準化、 
 CADﾃﾞｰﾀの標準ﾌｫｰﾏｯﾄなど 
･建設CALS/EC地方講習会の参加 

･電子ﾃﾞｰﾀの標準化(文書､図面 
 など) 
･受発信者が確実に相手を確認 
 して、やり取りをおこなうため 
 の仕組み 
･電子ﾃﾞｰﾀによる成果納品の実 
 施(CD-R､MOなどによる) 
･実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ実験の開始 
･啓蒙普及活動(講習会等) 

･既存情報ｼｽﾃﾑの連携(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 
 も含む) 
･公共事業(土木､建築)情報ﾓﾃﾞﾙ 
 化の国際標準化 
･電子ﾃﾞｰﾀによる契約事務の標 
 準化 
･実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ実験の推進 
･啓蒙普及活動(講習会等) 

実現のために不可欠
な措置･技術 

情報ｲﾝﾌﾗの整備(光ﾌｧｲﾊﾞｰ網等、空間ﾃﾞｰﾀ基盤) 

 

  ２）アクションプログラム 

    整備基本構想を受けて、さらに詳細なアクションプログラムを現在策定中であり、その 

 概要は以下のとおりです。 

    （１）入札・契約制度の電子化 

          システム整備（電子入札、契約事務、電子決済等） 

    （２）調査・設計の電子化 

          CADソフト利用、報告書電子化、自動数量計算・積算、電子決済等 
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    （３）工事施工 

         CADソフト利用、報告書電子化、工事施工中情報交換・共有、GIS利用、電子決済 

    等 

    （４）維持・管理 

          CADソフト利用、GIS利用、電子決済、電子許認可、遠隔操作・集中管理等 

    （５）環境整備 

          建設ＣＡＬＳ／ＥＣシステム構築（インターネットの普及、電子署名等） 

  ３）実証フィールド実験 

    沖縄総合事務局の共有サーバを情報拠点にし、平成１２年１１月から実証フィールド 

   実験として、以下の工事について、推進・普及及び問題点の抽出やその対処方法の抽出 

  を図るため、実証フィールド実験を行います。具体的内容としては、従来のペーパーで 

  行っていた協議、報告資料等の電子化による交換やデータ共有等です。 

 

表－２ 実証フィールド実験対象工事 
 

工 事 名 事務所名 工  期 備  考  

 
大保ダム付替村道３号橋上部工工事 北部ダム事務所 H12.3.25～H13.2.8 

 

 

 
安波ダム～辺野喜ダム調整水路補修工事 北部ダム統合管理事務所 H12.10.4～H13.3.30 

 

 

 
恩納BP６号橋上部工(P6～P12)工事 北部国道事務所 H13.1～H14.3予定 工事名仮称 

 

 
津嘉山高架橋上部工（上りP14～P20)工事 南部国道事務所 H12.9.27～H13.8.31 

 

 

  

 
５．発注者・受注者の環境整備体制 
  今後沖縄総合事務局開発建設部の発注する工事・業務を受注した場合、整備基本構想に基

づき、各段階でのフェーズ毎に建設ＣＡＬＳ／ＥＣが展開されます。その場合、入力する帳

票等の標準化や電子化は、当部で行います。また職員１人に対して、パソコンの配備、電子

メールの送受信・インターネットの利用環境は整っており、当部の受注工事・業務で、会社

のインターネット利用環境上のパソコンが１台あれば建設ＣＡＬＳ／ＥＣの一部を利用す

ることが可能です。将来を見据えて、各社取組を始めてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考資料 
 
        入入入入    札札札札    契契契契    約約約約    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 入札参加希望者か
による質問に対して
者毎におこなう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 入札関係サーバに
「電子メール」によ
当者は都合の良い時
をサーバに登録する
散の防止、回答書作
合わせておこなえる
実現する。 

    
    図図図図----1111    現状の入札説明書に関する質問・回答現状の入札説明書に関する質問・回答現状の入札説明書に関する質問・回答現状の入札説明書に関する質問・回答
ら個別に来る「書面」
「書面」で回答を希望

    
(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 「書面」にて質問書を作成し、発注側担
当者に持参または、送付することによって
回答をもらう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

    
    図図図図----2222    将来の入札説明書に関する質問・回答将来の入札説明書に関する質問・回答将来の入札説明書に関する質問・回答将来の入札説明書に関する質問・回答
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入札参加希望者から
り質問が到着する。担
間に質問に対する回答
。質問書（書類）の一
成などは自分の都合に
ため、効率的な業務が

    
(b)(b)(b)(b)受注受注受注受注
 電子
札関係
見て確
移動コ
者者者者    
メールにより、質問書を作成し、入
サーバに登録する。回答はサーバを
認する。電子入札が標準となるため、
ストの削減、入札機会が増加する。



 

        資料の保管と利用資料の保管と利用資料の保管と利用資料の保管と利用    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
    
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 事業ごとに
収集する。収
務を担当する受
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 総合情報デ
を検索して利
報共有データ
集・受け渡しの
    
図図図図----3333    現状の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用現状の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用現状の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用現状の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用    
統計資料、調査データなどを
集したデータや資料などを業
注者側に「紙」で貸与する。

    
(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 「紙」を媒体とした資料（測量データ、
観測データなど）を受け取り、「紙」による
低レベルの再利用（切り貼り、再入力）を
おこなう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図図図図----4444    将来の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用将来の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用将来の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用将来の調査計画のための資料収集・受け渡しと利用    
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ータベースから必要なデータ
用する。収集したデータを情
ベースに登録する。データ収
効率化が実現する。 

(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 受け取った電子データを加工せずに再利
用できる。再利用性の向上、入力ミスが軽
減し、品質が向上する。 



 

        設設設設    計計計計    積積積積    算算算算    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 測量図、地質図など
の資料を探し、あるい
注者に手渡しあるいは郵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 調査計画フェーズの
をそのまま、受注者に
渡しあるいは郵送する
の検索や取りまとめな
る。 

    

 

図図図図----5555    現状の設計条件の提示、資料貸与現状の設計条件の提示、資料貸与現状の設計条件の提示、資料貸与現状の設計条件の提示、資料貸与
設計に必要な「紙」
は取りまとめて、受
送する。 

 
(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 必要な資料を事前に要求し、「紙」の資料
として貸与をうける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

    
    図図図図----6666    将来の設計条件の提示、資料貸与将来の設計条件の提示、資料貸与将来の設計条件の提示、資料貸与将来の設計条件の提示、資料貸与
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成果（電子データ）
電子媒体などで、手
。受注者に渡す資料
ど時間短縮が実現す

    
(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 必要な資料を迅速に電子データを電子媒
体で受け取り、活用できる。 



 

    各種工事管理書類の作成・提出と保管各種工事管理書類の作成・提出と保管各種工事管理書類の作成・提出と保管各種工事管理書類の作成・提出と保管    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 紙で提出された
でファイルに保存

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 登録された電子
に確認する。デー
ス内に存在してい
ロセスが削減され
と、チェック精度
よる検索性の向上
が実現する。 
 
 図図図図----7777    現状の各種工事管理書類の作成・提出と保管現状の各種工事管理書類の作成・提出と保管現状の各種工事管理書類の作成・提出と保管現状の各種工事管理書類の作成・提出と保管    
各種書類を確認し、自分
・管理をおこなう。 

(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 工程、品質、安全、出来高などの書類を
紙で個別に作成し、発注者に届けて提出す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    図図図図----8888    将来の各種工事管理書類の作成・提出と保管将来の各種工事管理書類の作成・提出と保管将来の各種工事管理書類の作成・提出と保管将来の各種工事管理書類の作成・提出と保管    
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データを都合のよい時間
タは施工管理データベー
るため、保管のためのプ
る。ペーパレス化の実現
の向上、情報の電子化に
、保管プロセスの効率化

(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 情報項目が標準化されているため、工事
名や施工者名など各種書類で重複した項目
を再入力せず、電子データを施工管理デー
タベースに登録する。記入ミスの提言と重
複した項目の提言による業務の効率化、移
動プロセスの削減場実現する。 



 

        設設設設    計計計計    変変変変    更更更更    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 工事受注者から設計変更に必
数量計算書を「紙」で入手し、
を照らし合わせて、チェックを
上で、設計変更の処理をおこなう

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 受注者からの施工図面（CAD
数量情報が自動積算システムに
れ、データの確認をおこなうこ
変更が実現する。大幅な確認作
実現する。 

    

    
    図図図図----9999    現状の設計変更現状の設計変更現状の設計変更現状の設計変更
要な図面、
図面と数量
おこなった
。 

(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 紙で作成された施工図面を修正あるい
は、新規作成し、数量の増減表を別途作成
し、発注者に提出する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

    
  図図図図----10101010    将来の設計変更将来の設計変更将来の設計変更将来の設計変更
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データ）の
読み込ま
とで、設計
業の軽減が

  
(b)(b)(b)(b)受注者受注者受注者受注者    
 施工図面（CADデータ）をそのまま加工
して、設計変更用の図面を作成する。数量
計算の変更は CAD データの図面の修正に
よって、自動的に修正されるため、新規作
成の図面以外は再計算をする必要がなくな
る。数量計算ミスの軽減と設計図面作成の
効率化が実現する。 



 

        維持管理維持管理維持管理維持管理    管理情報の台帳記入と情報検索管理情報の台帳記入と情報検索管理情報の台帳記入と情報検索管理情報の台帳記入と情報検索    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 運用管理に係わる

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 オンライン入力と
ースとした統合管理
題の解消と検索性が
ると同時に情報の検
図図図図----11111111    現状の管理情報の台帳記入と情報検索現状の管理情報の台帳記入と情報検索現状の管理情報の台帳記入と情報検索現状の管理情報の台帳記入と情報検索    
台帳は数と種類が多く、紙ベースで記録し、検索をおこなっている。
図図図図----12121212    将来の管理情報の台帳記入と情報検索将来の管理情報の台帳記入と情報検索将来の管理情報の台帳記入と情報検索将来の管理情報の台帳記入と情報検索    
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各台帳の電子化、データベース化とそれらの連携により、GIS をベ
システムが実現し、改定された情報が即座に反映され、情報の新旧問
向上する。情報の新旧を意識せず、間違いのない情報検索が可能にな
索性が向上する。 



 

        維持管理維持管理維持管理維持管理    緊急時の巡視結果報告緊急時の巡視結果報告緊急時の巡視結果報告緊急時の巡視結果報告    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
(a(a(a(a))))発注者発注者発注者発注者    
 緊急時などの時間的・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(a)(a)(a)(a)発注者発注者発注者発注者    
 現場から巡視結果デー
視結果・災害状況報告が
する。 

 

    
図図図図----13131313    現状の緊急時の巡視結現状の緊急時の巡視結現状の緊急時の巡視結現状の緊急時の巡視結果報告果報告果報告果報告
人的余裕が無い中で「紙」の資料を基にして作成する。 

作

    
図図図図----14141414    将来の緊急時の巡視結果報告将来の緊急時の巡視結果報告将来の緊急時の巡視結果報告将来の緊急時の巡視結果報告
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タを維持管理データベースのデータと合わせることで、迅速に巡
成できる。的確で迅速な報告書をデータの再利用によって実現


